
伐採前後の水量・水質の変化

流出率 窒 素 濁 り

伐採区では保持量にかかわらず伐採年に流出率
が増加したが、その後は減少し、大量保持区で
は伐採3年後以降、伐採前よりも1割以上減少

伐採3年後に皆伐区、中量保持区で増加したが、
4年後以降いずれの伐採区も減少し、皆伐、大量

保持区では減少傾向が顕著

保持の有無・程度と濁りの量には対応がない
皆伐・大量保持では、伐採翌年に台風による大雨で
沢を横断する集材路等の影響により濁りが発生

流域単位で保持伐の効果を調べる

集材路
作業道

保持効果とは直接の関係は
低そうだが林業活動のひと
つとして水土保全上、影響
評価は必要

樹木は水・養分を消費する生きもの

伐採前後の森林渓流の水量・水質の変化から見る
保持林業の評価

林業試験場 森林環境部 機能グループ  長坂 有・長坂晶子

まとめと今後の展開

・年間水流出率は伐採から3年経過した後、大量保持区で

減少傾向が顕著にみられ、蒸発散量の増加を示唆しました。

・窒素流出量は一部の伐区で伐採直後に増加しましたが、

いずれも5年経過した後、伐採前より減少し、窒素流出

防止の面からは、広葉樹保持の有無にかかわらず壮齢ト

ドマツ林の若返りが有効と考えられます。

・濁りの発生には沢を横断する集材路の影響が示唆され、

保持量との関係は不明瞭でしたが、伐採2年経つと濁り

は発生しなくなりました。

・植栽木や保持木の成長、下刈りなど管理の経過に留意

しながら、今後も継続して観測していく予定です。

調査対象流域の概要
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出水時にどのくらい濃い濁りを発生させたか

調査項目

●水量 降った雨の量に対して
どれだけ流出したか

●渓流水質
・硝酸態窒素

単位面積あたりどのくらい
負荷を発生させたか

伐採前からの変化量を
非伐採流域（対照区）と比較

・濁り→出水時の採水観測
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保持量の違いは

流量や窒素流出
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